ト こ 1 = ARP @ 一 股 屋外 用 器具 で す 。 噴 水 な ど に より 常時 水 の か か る 場所 、 
® Q 沿 室 な どの 湿気 の 多い 場所 、 長 期間 積雪 の ある 場所 、 水 中 、 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し 」 いい 
トー ま a a i 
ー リン 7 me i ナー ーー レヒ ス ‘= 振動 や 衝撃 の ある 場所 、 粉 塵 や 腐食 性 ガス 、 オ イル ミス ト 、 
保証 と タ (よく お 読み くだ さい ) 投光器 (屋外 形 ) 硫黄 成分 や 塩素 ガス な ど が 発生 する 場所 、 海 岸 隣 接地 帯 で 
は 使用 し な い 。 (絶縁 不 良 、 火 災 、 感 電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 ) 
修理 を 依頼 され る と き は 保証 に つい て 工事 説明 書 5 a 5 に 生生 被せ た り 、 燃 え や 
: 赴き ょ び 取 扱 説明 書 被 照射 物 と 器具 は 50cm 以 下 に 近づけ な い 
常 が あら る と き は 使用 を や め て くだ さい 。 保証 期間 … お 買い あげ の 日 か ら 1 年 間 で す 。 1 布地 な ど 「 色 落ち 」 の お それ が ある 物 に 時 
} MN 保証 紳 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で お する 場合 は 注意 が 必要 。( 補 照射 物 の 火災 、 変 色 、 補色 の 原因 ) 
の し 出 く だ さい 。 上 を 分 解 ・ 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使う とこ と は 絶対 に 
2 。 RR な い 
・ 形 名 : (本 体 貼 付 の 器具 銘板 に 記載 の 形 名 ) 2a ロ ee 感 規 が 
i = 人 証 の 免 責 事項 = i 
・ ご 住所 ( 付 合わ せ て お 知ら せく だ さい 具 に 他 の 外 。 (落下 、 感電 、 原 
・ お 名 前 ・ 電 話 番 号 ・ ご 訪問 希望 日 ・ e 免責 事項 に つき まし て は 、 保証 書 、 ま た は カタ 代わる い は 机 和 理 部 に 刃物 な ど に よる 何だ つけ な い 。 
- ーー グ を ご 参照 くだ さい 。 ( 油 志 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 
5 肖 お 買い あげ の 際 に 記入 され る と 便利 で す 。 る 5f け は お 買い あげ の 販売 店 、 又 は 専門 業者 に 依頼 する 。 
販売 店 名 ( 一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て お り ま す ) 
話 ( ) @ 問 具 の お 手入れ の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切っ て 器具 が 十分 に 冷 

0 えて か ら 行 う 。( や けど 、 感 電 の 原因 ) 

お 買い あげ 年 月 @ 定 期 的 に メン テ ナ ン ス を 行い 、 万 一 塗装 剥離 ・ 金 属 腐食 ・ 
形 名 煙 ・ ネ ジ の 緩み ・ に お い ・ チ ラ ツ キ ・ 不 灯 ・ 異 常 音 な ど 
ディ ー エ ル イー エル エヌ エス トコ 直ぐ に 電源 を 切っ て 工事 店 ・ 

を お 買い 上 げ の 販売 店 に 相談 する 。 (感電 、 火 災 の 原因 ) 
DL- EL1 5N-S @ 設 置 工事 は 、 電 気 工事 士 の 資格 の ある 方 が 「 電 所 設備 に 関 
する 技術 基準 」、「 内 線 規程 ]、 及 び 本 説明 書 に 従っ て 
お 客 様 へ 確実 に 行う 。 [D 種 設置 工事 ] 
の 肖 OMRDHI は 加計 本 で 本 
仕 様 Ei ne Sa EE CIE Es 
= =: さ 土 4 皇 林木 \ に 1 \ ペペ 、 I 
ズ 有 の の 工 で じ られ て お りす 電源 接続 線 は 、 本 説明 書 の 「 器 具 の 取付 方 法 ] に 従っ て お こ 
a な う 。 ( 発 熟 、 火 災 の 原因 ) 
[ 2 名 DL-EL15N-S ] @ 工 事 が 終了 し まし た ら 、 本 説明 書 は 、 必 ず お 客 欄 @ 交 流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 電 源 周波 数 は 5OHz、60Hz 
坦 具 光束 0 | へ お 渡し くだ さい 。 共用 で す 。 電 源 電 圧 は 、 器 具 銘 板 ま た は 本 説明 書 に 記載 さ 
上 Om れ て いる 電圧 寺 6% 内 で 使う 。 
定格 入力 電圧 内 5 を ア | お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し (間違っ て 合 する と LED 電 源 ユ ニッ ト 、 器 貞 な どの 
た 。 本 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使い くだ 短 奉 命 、 火 災 の 原因 ) 
30Hz60Hz | さい 。 昌信 な 技 策 し た 後 は 、 接続 部 の 絶縁 ・ 防 水 処理 
人 NAA ご 使用 の 前 に [安全 上 の で 注意 ] を 必ず お 読み くだ さい 。 (自己 融 着 デー プ の 使用 等 ) を 確実 に お こ な う 。 
2 = 強化 ガラ ス (透明 ) 本 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 保存 (感電 ・ 火 災 の 原因 ) 
外形 寸法 幅 169mm、 奥 行 236mm、 高 さ 45mm し て くだ さい 
出し 線 キャ プ タ イ ヤケ ー ブ ル 0.75mm Xx3 芯 器具 外 1.5m | == 
質 量 約 0.9 kg( ケ ー ブ ル 1.5m 除 く ) 
使用 周囲 温度 ー30~40"C 
る 
Sa ee 安全 上 の ご 注意 
e 印刷 物 付属 品 (1 部 ) 本 説明 書 ※ た に ィ / 
= RR RRA an 必ず お 守り くだ さい @ 器 具 の 一 部 が 破損 し た まま 使わ な い 。( 落 下 、 ケ ガ の 原 
IS model IS designed eXCIUSIVeIY Tor Japan, WItT manuals In Japanese OnIy. @⑧ 問 具 の 下 に ス トー ブ 、 コン ロ な どの 発熱 物 を 置か な い 。 
人 へ の 危害 、 財産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 お 守り いた だ (火災 、 落 下 、 器 具 の 変形 、LED 短 人 の 原因 ) 
合 モラ 内 > ミー アル カリ ・ 弱 酸性 ・ 塩 素 系 洗剤 で 拭い た り 、 殺 躍 剤 を か けた 
PPPPTPTEP2PT 和 Fm ンマ ー プ 語 わせ ess E じ る 内 容 を 次 の よう に 区 分 し て 、 1 
回 > トペ ー ジ 6 jp 説明 し てい ます 。 (器具 の 故障 ・ 変 色 ・ 劣 化 ・ サ ビ 、 落 下 、 感 電 な どの 原因 ) 
【 シ ャ ー プ サポート ペー ジ 】 http://www.sharp.co.jp/support/ @LED 点 灯 時 、 お よび 消灯 直後 は 器具 に 触れ な い 。 
使用 方 法 の ご 相談 な ご ど 皿 語 、PHS か ら は 、 フ リー タイ ヤル 的 電話 か ら は 、 ナ ビ ダ イ ヤル /N 警 告 生 「 内 容 。 また は 重傷 を 負う お それ が ある 」 (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
(A 【 お 客 様相 談 室 】 gg. 0120-508-562 2Z.0570-550-189 @ 問 具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 
NN CC sr 「 軽 傷 を 負う 、 ま た は 財産 に 損害 を (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 
画 フ リー ダイ ヤル ・ ナ ビ ダ イ ヤル が ご 利用 で き な い 場合 は 050-3852-5405 FAX の 場合 06-6792-5993 注意 足 ミオ デミ ュ a = ロロ 
還 ご 相談 受付 時 間 ( 年 末年 始 を 除く ) 月 曜日 一 土曜 日 午前 9 時 一 午後 5 時 日曜 一 祝日 午前 9 時 一 午後 5 時 人 A "受け る お それ が ある 」 内 容 。 間 施工 時 の 保護 具 使 用 。 
画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 を 次 の 図 記号 で 説明 し て 生還 分 を クレ ン ザ ー や た わし で 監 か な い 。 
いま す 。 (器具 の 傷 、 サ ビ の 原因 ) 














る 周囲 温度 は 、- ao 0 で の 範囲 の 周囲 温度 で 使用 する 
よう に 、 設 計 し て いま す 。 
(高温 で 使用 する と 火災 、LED 短 寿命 の 原因 ) 
人 器具 へ の 給電 は 、 複 写 機 等 モー タ 使 用 機器 と は 分 離 く だ 



































六 4 








Q し て は いけ な いこ と 。 
シャ ー プ 株式 会 社 本 社 〒590-8522 大 阪 府 堺 市 堺 区 匠 町 1 番地 a 





さい 。 同 一 給電 の 場合 は 電源 電圧 の 急激 な 変動 で 器具 の 
チラ ツキ が 発生 する 場合 が あり ます 。 


⑳ し な けれ ば な ら な いこ と 。 
TINSJA357SDRZ _ 19H--① 





音 部 の な まえ 



















ケー ブル グラ ンド 
L ED 素子 アン グル 


照射 ガラ ス 












































人 @ 本 体 へ の 水 の 侵入 を 防ぐ た め に 、 右 図 の よう に 
配線 を トラ ッ プ 形状 に 線 処理 し て くだ さい 。 
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本 体 の 取り 付け 方 法 出来 ます が 、 照 射 角 度 に よっ て は 壁 


る 可能 性 が あり ます 。 (発火 、 発 煙 の 原因 ) 


















































































































































































































人 @ 器具 質量 に 十分 耐え る よう 、 ア ンカ ー ボ ルト 取付 部 の 強度 を 確保 し て くだ さい 、。 取付 ボル ト は ゆる めす ぎる と 脱落 の お それ が あ り 
ド 図 の 穴 を 利用 し て アン カー ボル ト を 施工 し て くだ さい 。 器具 落下 の 原因 と な り ま す 。 
※ ボ ルト の 出し ろ ら 5mm キ 2 ら mm 昭 古 度 調整 銀 、 ア ング as 6 
@ アン カー ボル ト に 器具 を 取り 付け て くだ さい 。 RE m 
※ 締 め 付 けが 不 十 分 な 場合 、 器 具 落 下 の 原 因 と な り ま す 。 ナッ ト ( 非 付属 ) ※ 締 め 付 けが 不 十 分 な 場合 、 器 具 落 下 の 原 因 と な 
ナッ ト ( 非 付属 ) SP ワッ シャ ー( 非 付属 ) り ま す 
SP ワッ シャ ー( 非 付属 ) 平 ワッ シャ ー( 非 付属 ) < 
ァ ーーー テ テー (の 116) 平 ワ ウッ シャ ー( 非 付属 ) アン カー ボル ト ( 非 付属 ) 
@ %@ 二 ーー ァ ン グル アン カー ボル ト ( 非 付属 ) 
73 (%16.57) | @ 壁 面 取 付 の 取付 方 向 
104 ① 水 平 壁 画 
アン カー ボル ト 取 付 ピ ッ チ 
* 


12 以 上 アン カー ボル ト の 場合 は 

H 央 の の 16.5 の 穴 使 取付 の 1 例 
*M10 ア ンカ ー ボ ルト の 場合 は 

両 サ イド る ゅ 1 1 の 穴 使 


; 。 壁面 取付 の 1 例 
電源 線 の 接続 方 法 

@ 口出し 線 と 電源 線 の 結線 を 行っ て くだ さい 。 防水 ジ ョ イン ト ボ ックス の 使用 、 ま た は 口 出 
し 線 外 径 の 9. 6 お よび 、 電 源 線 外 径 に 適合 し た 防水 中 継 コ ネ ク タ の 使用 を 推奨 し ます 。 その 他 
ジョ イン ト ボ ックス また は 中 継 コ ネ ク タ を 使用 し な い 場合 は 絶縁 性 の テー ブ で 結線 部 
名 端 末 を 絶縁 処理 し た 後に 、 下 図 の 様 に シー ス ( 外 被 ) 部 か ら シ ー ス 部 まで 自己 融 着 性 の 
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① 落 下 防 止 ワイ ヤ ( 非 付属 ) を 取付 ける 方 法 





テー ブ プ で 1 往復 以上 テー ピン グ し 、 さ ら に 絶縁 性 の テー ブ で 巻き 上 げ 、 絶 緑 処理 、 防 水 処理 





















































































































































@ 本 器 へ の 取付 け の 際 に は 、 右 図 の よう に 落下 防止 


























を 十分 に 行っ て くだ さい 。 ワイ ヤー を M5 ネ ジ と ワッ シャ で 取付 け こ くだ さい 。 

(口出し 線 の 接続 は 電気 設備 技術 基準 の 省令 第 7/ 条 、 お よび 同 解釈 12 条 に 従っ て くだ さい 。) る ナッ ト に 緩み が あっ た 場合 の 為 に 、 器 具 質 量 に 

※ 不 十分 な 場合 は 電線 か ら の 浸水 に よる 絶縁 不良 、 不 点灯 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 耐え る 落下 防止 ワイ ヤー の 取付 を お 勧め し ます 。 

人 @ アー ス 線 は D 種 接地 工事 を 行っ て くだ さい 。 ※ 取 付 ア ング ル や 口出し 線 の 根本 部 に 接続 * ま 落下 防止 ワイ ヤ 、 ネ ジ 、 ワ ッ シ ャ は 非 付 属 で す 。 

する 場合 、 ケ ー ブ ル グラ ンド へ 負荷 を か @ 落下 防止 ワイ ヤ の 反対 側 は 、M5 ネ ジ と M5 ワ ッ シ ャ 

口出し 線 (1.5m) け 4 も る で 壁面 等 の 丈夫 な と ころ に 固定 し て くだ さい 。 

9 8 ンド を 損傷 し て 水 侵 可能 性 が a PR 6 
[L( 更 、N( 白 )] の ます SI ② 本 体 ア ング ル / 鋼 管 、 コ ンク リー ト 柱 
アー ス 線 ( 緑 ※ ケ ー ブ ル グラ ンド は 緩め な いで くだ さい 。 へ の 取付 け 方 法 
ee 一 度 緩め る と 、 締 め 直 し て も 防水 性 が IH NR 

損なわ れる 事 が あり ます 。 DC MD AN ED ET 
(温水 に よる 絶縁 不良 、 不 点灯 、 感 電 の ボル ト ( 非 付 司 ) を いて 鋼 に 取付 け 可能 で 9 。 










































































原因 と な り ま す 。) (サイ ズ 確 認 の 上 施工 し て くだ さい ) 
了 9 @ アン グル の ボル ト 穴 を 使用 する こと に より コン ク 
ジン リー ト 柱 用 バン ド ( 非 付属 ) と 架台 ( 非 付属 ) を 


















いて コン クリ ー ト 柱 に 取付 け 可 能 で す 。 

















電源 線 ( 非 付属 ) 









































防止 処理 を 行っ て くだ さい 。 


る アン グル の 中 央 の 16. 5 の 穴 1 か が 所 を 使 
取り 付け る 場合 は 、 本 体 が 回 転 し な いよ うに 
ワッ シャ 等 ( 非 付属 ) を 使用 する な ど 適 切な 緩み 














用 し て 


トラ ッ プ 形状 


6 HH し 株 本 体 の 申 射 央 度 調整 及び 壁面 取付 の 取付 方 向 


実際 は 両 サ イド と も 右 図 角 度 よ り 大 きい 角度 で 調整 
を 直接 照射 す 


Fr 


MM 



































落下 防止 ワイ ヤ 

















* 締 め 付 けが 不 十分 な 場合 、 器 具 落 下 の 原 





因 








と な り 8 





グル 取付 ボル ト (M8) 





口出し 線 (1.5m) 


[L( 黒 )、 N( 白 )] 


























< 0 
に 






有朋 度 人 団 





アン グル 



































(M5 ネ ジ 













































































